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就職観は「楽しく働きたい」が最多  

～「マイナビ  2023 年卒大学生就職意

識調査」から  

 

株式会社マイナビが 1979 年卒より

毎年実施している「マイナビ  2023 年

卒大学生就職意識調査」の結果のうち、

主要な項目は次のとおりとなりました。  

 

◆就職観  

就職観はこれまでと同様に「楽しく働

きたい」が最多で 37.6％（対前年 2.8pt

増）となりました。2020 年卒以降、減

少傾向でしたが、３年ぶりに上昇に転じ

ました。  

経済状況の悪化や大きな災害等が起き

た際は同項目の割合が減少する傾向にあ

りますが、新型コロナウイルス感染症の

観点で見ると、昨年を通してワクチン接

種が進んだほか、各種行動制限の緩和な

どが進みました。そうした状況のなか、

学生にとっても社会に対する不安が軽減

されたことが、３年ぶりの数値上昇の背

景となった可能性も考えられます。  

◆企業選択のポイント  

企業を選択する場合にどのような企

業がよいか（あてはまると思う項目を２

つまで選択）を聞いたところ、「安定し

ている」が 43.9％（対前年 1.1pt 増）

と最多となりました。「自分のやりたい

仕事（職種）ができる」

が 32.8 ％ で 前 年 比

1.8pt 減、「給料のよ

い」が 19.1％で前年

1.6pt 増となり、前年同様トップ３の項

目となった「給料のよい」は 16 年卒調

査以来毎年上昇していましたが、前年

22 年年卒で 2.3pt 減少。今年は 1.6pt

増加となりました。  

◆行きたくない会社  

行きたくない会社（あてはまる項目を

２つ選択）を聞いたところ、「ノルマの

きつそうな会社」が前年に続き最多で

37.4％（対前年 1.6pt 増）、次いで「暗

い雰囲気の会社」で 27.1％（対前年

1.8pt 減）となりました。上位２項目は

2008 年卒以来変わっていませんが、

2022 年卒で上位３項目に浮上してきた

「転勤の多い会社」が今年も３位となり、

前年比 1.7pt増の 26.6％となりました。 

【マイナビ「2023 年卒大学生就職意識

調査」】  

https://career-research.mynavi.jp/r

eserch/20220426_27155/ 

 

新入社員が辞める理由は？  

～連合  「入社前後のトラブルに関する調

査 2022」より  

 

◆５月は新入社員の退職が増える時期  

５月は、ゴールデンウイーク後に「五

月病」と呼ばれるように、気分が晴れな

い症状が出る人が増え、新入社員の退職

などもみられる時期です。  

新しい環境に飛び込み、張り詰めた気

持ちで過ごしていた新入社員の緊張の糸

が切れ、会社に不満を持ち始める時期で

もあります。  
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◆「３年以内に３割離職」の現実  

日本労働組合総連合会が実施した「入

社前後のトラブルに関する調査 2022」

（調査期間：2022 年２月 28 日～３月

２日、大学卒業後に新卒で正社員として

就職した全国の入社２～５年目の男女

1,000 名の有効サンプルを集計）によれ

ば、新卒入社した会社を「離職した（半

年以内）」は 7.7％、「離職した（半年

を超え、１年以内）」は 6.2％、「離職

した（１年を超え、２年以内）」は 10.4％、

「離職した（２年を超え、３年以内）」

は 5.2％、「離職した（３年を超えてか

ら）」は 3.7％となっており、よく言わ

れる「３年以内に３割離職」という状況

がここでもみられます。  

◆新入社員が辞めた理由は？  

本調査で会社を辞めた理由を聞いたと

ころ、「仕事が自分に合わない」（40.1％）

が最も高くなっています。次いで、「労

働時間・休日・休暇の条件がよくなかっ

た」（31.0％）、「賃金の条件がよくな

かった」（27.4％）と続き、待遇よりも

仕事のミスマッチを挙げる人の割合が多

い結果となっています。また、新入社員

研修や先輩・上司からの指導・アドバイ

スがなかった人では、『離職した（計）』

の割合は 41.9％と、指導・アドバイス

があった人（30.9％）と比べて 11.0 ポ

イント高くなっており、周囲の支援によ

る差は大きいことがわかります。  

苦労して採用した社員の離職は避けた

いものです。新入社員を抱える職場では、

周囲の配慮も必要になってくるでしょう。 

【日本労働組合総連合会  「入社前後のト

ラブルに関する調査 2022」】  

https://www.jtuc-rengo.or.jp/info/c

housa/data/20220428.pdf?6025 

 

週休３日制度について  

 

◆政府も導入を後押しする週休３日制度  

１週間の休日を３日間にする週休３日

制度。社員の育児・介護による離職防止

や自己啓発（スキルアップ）時間の確保

など、社員が働きやすい環境をつくるこ

とは、採用時の制度の魅力アップにもつ

ながります。大手では日本ＩＢＭ、ヤフ

ー、みずほＦＧ、ユニクロなどが導入し

ています。  

政府も「経済財政運営と改革の基本方

針 2021」（骨太方針 2021、令和３年

６月）において「選択的週休３日制度に

ついて、育児・介護・ボランティアでの

活用、地方兼業での活用などが考えられ

ることから、好事例の収集・提供等によ

り企業における導入を促し、普及を図

る。」としています。  

◆運用の仕方  

運用にあたっては、主に①勤務日が減

った分、収入が減る、②出勤日の働く時

間が増え収入は同じ、③出勤日の働く時

間は変わらず収入は同じ、の３つのパタ

ーンがあります。①を採用する企業が多

いようです。  

介護業界では、変形労働時間制を利用

して、②１日の所定労働時間を長くして、

休みを増やすことを検討している法人も

あります。  

◆収入維持が定着のカギ？  

転職情報サイト「マイナビ転職」の調

べでは、週休３日制の導入について、「仕

事量が多いから」「人手不足」などの理

由から、約６割が「不可能」と回答して

います。また、週休３日制は、勤務日が

１日減るのに比例して収入も減る場合は

「利用したくない」が８割弱を占めてい

ます。年代別では、20 代は収入が減っ

ても「利用したい」が（３割弱）とほか

の年代より高く、収入よりも休みを優先

する割合が高くなる傾向があるようです。 

週休３日制を導入するための対策と

しては、「業務の効率化」や「上層部の

意識改革」「人手を増やす」などの回答

（自由回答）が上が

っており、生産性向

上と人手不足の解消

が ポ イ ン ト

に な る よ う

です。  
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